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障
害
が
あ
る
人
び
と
の
就
労
促
進

に
向
か
っ
て
、
埼
玉
県
に
お
い
て
は

平
成
一
九
年
度
か
ら
本
格
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
企
業
支
援
に
よ
り
障

害
者
の
就
労
促
進
を
図
る
た
め
の
埼

玉
県
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
開
設
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
卒

業
生
の
一
〇
〇
％
就
職
を
実
現
す
る

た
め
の
職
業
学
科
か
ら
な
る
県
立
羽

生
ふ
じ
高
等
学
園
と
県
立
さ
い
た
ま

桜
高
等
学
園
の
開
設
で
あ
る
。

県
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
現
況

と
、
今
後
の
労
働
・
教
育
・
福
祉
等
に
お
け
る

連
携
の
在
り
方
を
探
る
た
め
に
、
二
日
間
に
わ

た
る
取
材
を
試
み
た
。

埼
玉
県
産
業
労
働
部
の
施
策
と
し
て
の

埼
玉
県
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置

産
業
労
働
部
雇
用
対
策
課
の
飯
塚
寛
氏
、
中

央
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
の
斉
藤
広
美
氏
と
京
増

三
代
子
氏
か
ら
、
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

位
置
づ
け
と
セ
ン
タ
ー
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

施
策
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

国
は
埼
玉
労
働
局
が
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
通
し
て
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
く
施

策
と
事
業
を
推
進
し
て
い
る
が
、
県
産
業
労
働

局
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
事
業
を
県
民
の
支
援

と
い
う
立
場
で
補
い
、
よ
り
完
全
に
機
能
す
る

よ
う
に
独
自
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の

新
規
の
事
業
が
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
立

ち
上
げ
で
あ
る
。
産
業
労
働
部
で
は
、
六
地
域

（
六
カ
所
）
の
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
に
障
害
者

等
就
職
相
談
員
を
配
置
し
、
企
業
へ
の
啓
発
と

求
人
開
拓
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
雇
用
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い

く
。（
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
の
配
置
と
地
域
に

つ
い
て
は
図
１
参
照
）

雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
は
株
式
会
社
西

友
の
特
例
子
会
社
、
西
友
サ
ー
ビ
ス
の
設
立
時

か
ら
取
締
役
と
し
て
運
営
の
中
心
に
立
ち
、
現
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役
時
代
、
ま
た
退
職
後
に
お
い
て
も
有
識
者
と

し
て
障
害
者
の
雇
用
管
理
の
分
野
で
指
導
的
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
小
野
博
也
氏
で
あ
る
。

小
野
氏
は
「
障
害
の
あ
る
人
び
と
の
就
業
促

進
の
た
め
の
要
は
、
雇
用
を
躊
躇
す
る
不
安
感

や
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る
た
め
の
企
業
支
援
に

あ
る
」
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
目
指
す
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
熱
意
を
こ
め
て
語
っ
て
く
れ

た
。

１
事
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
は

①
就
労
を
通
じ
た
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
社
会
」
の
創
造

②
「
企
業
の
障
害
者
受
け
入
れ
の
基
盤
づ
く

り
」
の
推
進

③
県
内
の
社
会
的
資
源
を
活
か
し
た
就
労
支

援
の
仕
組
み
構
築

２
事
業
に
よ
る
県
内
企
業
の
サ
ポ
ー
ト

①
雇
用
の
場
の
創
出
事
業
（
企
業
へ
の
雇
用

支
援
）

企
業
を
個
別
に
訪
問
し
、
障
害
者
雇
用
に
つ

い
て
の
専
門
的
な
提
案
や

助
言
を
行
い
、
円
滑
な
障

害
者
雇
用
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
。
ま
た
、
障

害
者
を
雇
用
し
て
い
る
企

業
の
見
学
会
や
障
害
者
雇

用
の
理
解
を
深
め
る
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
も
開
催
す
る
。

②
側
面
か
ら
障
害
者
の

就
労
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
す
る

市
町
村
障
害
者
就
業
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
就
労
支
援
機
関
を
利
用
し

て
い
る
障
害
者
が
円
滑
に
就

労
に
結
び
つ
く
よ
う
に
支
援

す
る
。

③
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
と
運
営

障
害
者
雇
用
に
理
解
が
あ

る
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
り
、
障
害
者
雇
用
の
課

題
や
対
応
方
法
な
ど
の
意
見
・
情
報
交
換
を
行

う
定
例
会
を
開
催
す
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
、
さ
ら
に
多
く
の
企
業
の
理
解
を
増
や

し
て
い
く
。

④
必
要
な
相
談
に
あ
た
る

企
業
か
ら
の
雇
用
相
談
、
障
害
者
や
就
労
支

援
機
関
等
か
ら
の
就
業
相
談
に
速
や
か
に
対
応

す
る
。
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３
企
業
へ
の
こ
ま
め
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
努
め
る

障
害
者
へ
の
対
応
方
法
が
わ
か
ら
な
い
、
仕

事
の
創
出
（
職
域
開
発
）
が
で
き
な
い
、
雇
用

管
理
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
、
採
用
ル
ー
ト
が

不
明
、
会
社
全
体
の
理
解
が
弱
い
、
助
成
金
等

の
制
度
が
わ
か
ら
な
い
、
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
、
等
々
の
企
業
か

ら
の
相
談
に
の
る
。
以
上
を
体
系
化
す
る
と
図

２
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
目
標
の
具
体
化
を
可
能

に
す
る
に
は
専
門
性
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
小
野

氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
長
を
補
佐
す
る
岡
濱
君
枝
氏
は
、

養
護
学
校
の
進
路
指
導
や
特
例
子
会
社
の
障
害

者
雇
用
の
担
当
者
と
し
て
の
多
彩
な
経
歴
を
持

ち
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
を
担
当
す
る
河
崎

誠
司
氏
は
、
県
内
で
開
拓
的
な
実
績
を
も
つ
障

害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
と
し
て

活
躍
し
て
き
た
（
後
述
す
る
東
松
山
市
の
Ｚ
Ａ

Ｃ
参
照
）。

窓
口
を
担
当
す
る
下
村
む
つ
子
氏
も
事
務
の

ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
人
の
嘱
託
職
員

が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
全
員
が
元
特
例
子
会

社
の
役
員
と
し
て
障
害
者
雇
用
管
理
の
フ
ロ
ン

ト
ヤ
ー
ド
で
活
躍
し
て
き
た
方
々
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
陣
容
で
あ
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
設
置
の

効
果
は
早
い
時
点
で
確
か
な
も
の
に
な
る
と
期

待
感
が
募
っ
て
く
る
。

県
内
養
護
学
校
に
お
け
る
就
労
支
援

と
二
つ
の
高
等
学
園
の
設
置

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
特
別
支
援
教
育
課

は
産
業
労
働
部
と
連
携
し
な
が
ら
、
就
職
一
〇

〇
％
を
目
指
す
高
等
学
園
の
設
置
を
踏
ま
え

て
、
昨
年
度
か
ら
二
カ
年
計
画
で
県
内
養
護
学

校
に
お
け
る
就
労
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
埼
玉
県
内

の
普
通
科
高
等
部
の
あ
る
養
護
学
校
は
、
知
的

障
害
二
一
校
（
県
立
一
八
校
、
市
立
二
校
、
国

立
一
校
）、
肢
体
不
自
由
校
七
校
（
県
立
六
校
、

市
立
一
校
）
で
あ
る
。

職
業
学
科
に
よ
る
高
等
部
養
護
学
校
の
設
置

構
想
の
実
現
は
埼
玉
県
で
は
初
め
て
の
試
み
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
既
設
の
普
通
科
高
等
部
に

つ
い
て
も
就
労
促
進
に
向
け
た
職
業
教
育
と
進

路
指
導
の
一
体
的
な
改
善
を
図
り
た
い
と
す
る

強
い
願
い
が
う
か
が
え
る
。

二
つ
の
高
等
学
園
を
訪
問
し
た
が
、
取
材
の

内
容
は
紙
幅
の
関
係
で
両
校
を
ま
と
め
て
述
べ
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る
。
ふ
じ
校
で
は
、
椛
田

か
ば
た

巧
た
く
み

校
長
、
中

村
政
代
教
頭
、
進
路
指
導
副
主
事
の
堀
口

和
久
教
諭
、
就
労
・
地
域
支
援
担
当
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
安
達
康

弘
教
諭
、
ま
た
桜
校
で
は
宇
田
川
和
久
教

頭
、
就
労
支
援
部
進
路
指
導
主
事
の
太
田

照
雄
教
諭
、
そ
の
他
職
業
教
育
担
当
教
諭

等
の
多
く
の
先
生
方
か
ら
ご
案
内
を
受
け

た
。ま

ず
、
職
業
学
科
の
学
科
と
コ
ー
ス
を

表
１
で
示
し
た
。
比
較
す
る
と
、
桜
校
が

学
科
と
定
員
に
お
い
て
倍
の
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
桜
校
が
、
さ
い
た
ま
市

を
含
む
人
口
が
多
い
南
部
地
域
に
立
地
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
学
科
・
コ
ー
ス
の

共
通
性
が
あ
る
が
、
桜
校
で
は
家
政
技
術

科
と
工
業
技
術
科
が
独
自

の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

両
校
の
学
科
・
コ
ー
ス

を
先
生
方
か
ら
説
明
を
い

た
だ
き
、
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
見
学
し
た
。
職
業

学
科
と
し
て
施
設
設
備
に

つ
い
て
は
児
童
生
徒
の
増

加
で
教
育
ス
ペ
ー
ス
が
足

ら
な
い
普
通
校
と
比
較
し

十
分
に
あ
り
、
学
年
進
行

に
よ
っ
て
さ
ら
に
整
っ
て

い
く
も
の
と
推
察
し
た
。

な
に
よ
り
も
生
徒
た
ち
が

学
校
生
活
を
楽
し
み
、
い

き
い
き
と
学
ぶ
姿
を
見

学
で
き
た
こ
と
が
う
れ

し
い
。
両
校
と
も
に
目

指
す
生
徒
像
や
精
神
を

学
校
名
か
ら
導
い
て
い

る
。
ふ
じ
校
は
シ
ン
ボ

ル
の
「
ふ
じ
の
花
」
か

ら
「
不
屈
の
心
で
、
自

立
を
目
指
し
、
伸
び
や

か
に
、
は
つ
ら
つ
と
、

何
事
に
も
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
生
徒
」
で
あ

り
、
桜
校
は
「
爽
や
か

に
、
繰
り
返
し
に
よ
る

自
信
、
ら
し
く
す
る
姿

勢
」
と
い
う
「
さ
・

く
・
ら
の
精
神
」
を
掲

げ
て
い
る
。
生
徒
の
主

体
性
を
育
む
と
い
う
観

点
か
ら
、
保
護
者
と
協

力
し
な
が
ら
学
校
ぐ
る

み
、
地
域
ぐ
る
み
で
生

徒
を
支
援
す
る
と
き

に
、
こ
の
よ
う
な
理
念

を
関
係
者
が
共
有
す
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
で

あ
る
。

両
校
を
見
学
し
て
の
感
想
で
あ
る
。
見
学
し

な
が
ら
行
っ
た
先
生
方
と
の
意
見
交
換
で
も
触

れ
た
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
先
生
方
と
も
多
く
の

点
で
意
見
を
共
有
し
た
が
、
生
徒
が
実
際
に
就

職
す
る
企
業
等
の
職
域
・
職
種
は
、
必
ず
し
も

職
業
学
科
の
学
科
や
コ
ー
ス
の
そ
れ
ら
と
一
致

し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
一
致
し
な
い
こ
と
の
方

が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
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し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
学
科
や
コ
ー
ス
で

は
所
定
の
目
標
の
達
成
と
と
も
に
、
働
く
意
欲

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ナ
ー
を
含
む
働
く
態
度
、
一

定
の
知
識
や
技
能
を
学
習
す
る
こ
と
で
職
業
の

基
礎
（
正
確
さ
や
品
質
管
理
、
作
業
能
率
を
あ

げ
る
た
め
の
手
順
の
理
解
や
パ
ソ
コ
ン
を
は
じ

め
、
職
場
で
よ
く
使
わ
れ
る
一
定
の
機
器
等
の

使
用
法
等
）
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
一
般
的
な

課
題
の
達
成
が
大
切
で
あ
る
。

生
徒
が
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
や
し
た
い
仕
事

を
い
ろ
い
ろ
確
か
め
る
短
期
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
（
体
験
学
習
）
か
ら
実
際
に
将
来
の
仕

事
を
検
討
し
、
決
め
る
た
め
の
二
年
次
、
三
年

次
の
現
場
実
習
ま
で
の
、
地
域
や
企
業
等
と
の

連
携
に
よ
る
実
習
先
の
開
拓
が
重
要
で
あ
り
、

各
校
と
も
に
就
労
支
援
部
あ
る
い
は
就
労
・
地

域
支
援
部
を
通
し
て
常
時
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
企
業
や
地
域
等

の
社
会
人
講
師
に
よ
る
指
導
を
活
か
し
た
授
業

が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
品
質
管
理
や

作
業
能
率
を
上
げ
る
点
で
は
、
よ
り
よ
い
製
品

を
で
き
る
だ
け
多
く
生
産
し
、
販
売
を
通
し
て

多
く
の
市
民
に
喜
ん
で
も
ら
う
機
会
を
積
極
的

に
設
け
た
い
。
一
定
の
仕
事
を
企
業
等
か
ら
受

注
し
て
作
業
量
と
品
質
管
理
の
機
会
を
確
保
す

る
こ
と
、
学
校
に
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
ほ

か
、
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
の
協
力
に
よ

る
製
品
の
販
売
会
の
開
催
等
々
の
多
彩
な
学
習

の
在
り
方
を
生
徒
と
相
談
し
な
が
ら
展
開
し
て

ほ
し
い
。

桜
校
の
福
祉
コ
ー
ス
で
は
ヘ
ル
パ
ー
二
級
の

取
得
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
資
格
取
得

は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
の
み
に
し

ば
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
タ
オ
ル
等
の
洗
濯
、

ベ
ッ
ト
メ
ー
キ
ン
グ
や
対
人
マ
ナ
ー
、
介
護
機

器
の
仕
度
や
後
片
付
け
な
ど
の
介
護
職
の
補
助

的
、
周
辺
的
な
作
業
に
つ
い
て
技
能
の
習
得
を

し
っ
か
り
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
就
職
に
つ

な
が
る
ロ
ー
ヤ
ル
ロ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
が
大
切
に
さ
れ
る
な
ら

ば
、
普
通
科
高
等
部
の
作
業
学
習
等
の
職
業
教

育
の
改
善
に
も
活
か
さ
れ
る
。
当
面
、
埼
玉
南

部
と
北
部
の
分
け
方
と
学
校
の
規
模
を
考
慮

し
、
職
業
学
科
高
等
学
園
と
普
通
科
高
等
部
で

の
地
域
連
携
の
在
り
方
を
模
索
し
て
ほ
し
い
と

考
え
る
。
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服飾デザインコース。県代表として、ファッション甲子園にも出場

掲示も就労をめざす

――――――――――――――――――
埼玉県立養護学校 さいたま桜高等学園
〒338ー0824 埼玉県さいたま市桜区上大久保519ー1
TEL 048ー858ー8815 FAX 048ー858ー8832
――――――――――――――――――

家庭技術科　福祉コース



就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の

事
業
と
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

埼
玉
県
福
祉
部
の
予
算
で
実
施
さ
れ
て
い
る

市
町
村
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
促
進
の
事
業

が
あ
る
。
平
成
一
〇
年
度
か
ら
始
ま
り
一
八
年

度
で
一
三
市
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
る
（
所
沢
、

新
座
、
東
松
山
、
幸
手
、
川
越
、
秩
父
、
久
喜
、

草
加
、
越
谷
、
蕨
、
春
日
部
、
八
潮
、
川
口
）。

こ
れ
に
加
え
、
国
の
施
策
と
し
て
障

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
が
あ
る
。埼
玉
県
の
現
況
で
は
、

事
務
所
が
東
松
山
市
に
あ
る
「
Ｚ
Ａ

Ｃ
」（
平
成
一
五
年
度
指
定
）、
児
玉

郡
美
里
町
に
あ
る
「
こ
だ
ま
」（
平

成
一
六
年
度
）
、
久
喜
市
に
あ
る

「
葛
飾
北
」（
平
成
一
八
年
度
）
の
三

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
地
域

の
関
係
で
見
る
と
、
産
業
労
働
セ
ン

タ
ー
の
管
轄
を
参
照
（
二
一
ペ
ー

ジ
・
図
１
）
す
る
と
、
き
わ
め
て
広

域
で
は
あ
る
が
西
部
、
北
部
、
東
部

の
各
地
域
に
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
と
い

え
る
。

今
回
の
取
材
で
は
、
県
内
で
は
最

も
早
く
設
置
さ
れ
、
全
国
的
に
も
そ

の
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｚ
Ａ
Ｃ

（
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指

定
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
松
山
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
訪
問
し
、
所
長
の
板

倉
友
雄
氏
と
事
務
局
長
兼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
若
尾
勝
己
氏
か
ら
ご
案
内
を
い
た
だ
い
た
。

登
録
者
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
表
２
、
表
３
に

示
さ
れ
る
が
、
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の

登
録
者
は
西
部
地
区
を
越
え
て
広
域
で
あ
り
、

支
援
対
象
も
発
達
障
害
を
含
め
て
多
様
で
あ
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
Ｚ
Ａ
Ｃ
の
も
う
一
つ
の

特
徴
は
図
３
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
機
能
型

事
業
の
実
施
・
運
営
に
あ
る
。
一
般
就
労
困
難
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若尾勝己事務局長兼コーディネーター 板倉友雄所長

――――――――――――――――
東松山障害者就労支援センター
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TEL ＆ FAX 0493ー24ー5658
――――――――――――――――

出来上がったパンをプレゼントされ
喜ぶ筆者（羽生ふじ高等学園で）
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者
の
働
く
場
所
や
企
業
就
労
直
前

の
仕
上
げ
と
し
て
の
仕
事
開
発
部

門
の
設
置
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

養
護
学
校
と
の
関
係
で
は
、
在
学

中
か
ら
卒
業
後
ま
で
の
継
続
支
援

に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
全
国
的

に
見
て
も
、
福
祉
と
教
育
の
連
携

で
就
労
促
進
に
あ
た
る
モ
デ
ル
事

業
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｚ
Ａ
Ｃ
が
実
践
す
る
関
係
機

関
と
の
連
携
体
系
（
図
４
）
も
参

照
し
て
ほ
し
い
。
雇
用
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
河
崎
氏
は
、
板
倉
所

長
、
若
尾
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
こ
の

よ
う
な
事
業
を
開
拓
し
て
き
た
有
識
者
で
あ

り
、
全
県
的
に
雇
用
サ
ポ
ー
ト
と
福
祉
・
教
育

と
の
事
業
連
携
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
適
任

者
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

二
日
間
に
わ
た
る
忙
し
い
取
材
で
あ
っ
た
。

訪
問
先
で
得
た
情
報
か
ら
、
最
近
の
埼
玉
県
に

お
け
る
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
に
か

か
わ
る
部
分
を
切
り
貼
り
し
た
感
じ
で
あ
る

が
、
今
後
の
動
向
に
注
目
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
話
題
提
供
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

県
産
業
労
働
部
が
関
係
す
る
雇
用
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
、
県
福
祉
部

が
関
係
す
る
市
町
村
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
、
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
県
教
育
委
員
会
が

関
係
す
る
特
別
支
援
学
校
（
高
等
学
園
と
養
護

学
校
高
等
部
）
が
連
携
し
、
全
国
有
数
の
雇

用
・
就
労
支
援
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
創
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
筆
を
お
く
。
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